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★☆★☆★☆★
(有)小川耕太郎∞百合子社

襲来した数々の台風および新潟中越地震において

被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。

今回の山 SUN ニュースでは、弊社のスタッフ速水貴子が

災害ボランティアとして参加し、災害を通して感じたことを

お伝えさせて頂きます。少し長い文章になりましたが

おつきあいのほど宜しくお願いします。

★☆★災害ボランティア、参加。
〓〓９月末、小川社のある尾鷲市に隣接する「海山町」は

台風２１号の影響で町内を流れる川が決壊氾濫し

町の中心部の家の一階がほぼ水に浸かる被害がでました。

役場も警察署も水に浸かり

電気も電話も不通となった町は通信手段を絶たれ

周辺の町とを結ぶ道路や鉄道も通行不可能となり

被害状況を把握することも

救助を要請することもできなくなりました。

〓〓三重県南部のこの地域は、山が海岸まで迫り、

小さな入り江入り江にへばりつくように集落が点在しています。

山は険しく、それぞれの集落をむすぶ峠越えの車道は

国道１本しかなく（鉄道も単線１本のみです）

５０年程前までの主要な交通手段は船でした。

現在でも雨量規制などにより国道や鉄道が通行ができなくなると



たちまち文字通り陸の孤島となってしまいます。

〓〓今回の水害は大変なもので、床上浸水の被害にあった家は

ほとんどが床上１ｍ～２ｍまで水に浸かりました。

私の知人は、あっという間に１階が水につかり

外に逃げる間もなく、子供と２階に逃げ、

どこまで水はくるのだろう、と怯えていたそうです。

状況を知った旦那さんは、急いで仕事場から家に向かいましたが

車を走らせることができず、泳ぎながら家にたどり着いたようです。

〓〓私は災害三日後、海山町へ通じる道路も鉄道も

まだ復旧していなかったため船で海山町に入りました。

災害ボランティアに参加するためです。

急遽、町の中心部の多目的広場にテントを並べ設置された

ボランティアセンター内で以下の流れの業務が行われました。

→県内外からかけつけてくれたボランティアの方々の登録受付

→被災者の方からのボランティア要請を受付

→要請を緊急なものから順にボランティアに割振る

→派遣するという仕事をしました。

今回は、その体験から感じたことをお伝えしたいと思います。

― 速水貴子 ―

★☆★あいさつ、声かけの力。





しかし・・・

★☆★

日常生活から、コミュニティ意識。

今回、私はとなり町での体験をもとに自分自身のまちへの関わりを再意識しま

した。災害時に限らず、町を維持しつくり進めていくのはそこに住む自分たち




